
昨
年
か
ら
始
ま
り
二
回
目
を
迎
え
た
体
験
講
座
、

今
年
度
は
五
〇
一
名
と
い
う
昨
年
を
百
名
ほ
ど
上
回

る
参
加
者
が
あ
り
本
校
に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
感

じ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
開
講
式
の
前
に
準
優
勝
し

た
野
球
部
の
活
躍
と
、
全
校
応
援
の
様
子
等
を
中
心

と
し
た
部
活
動
紹
介
ビ
デ
オ
を
生
徒
会
の
協
力
に
よ

り
流
し
、
文
武
両
道
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ
ー
ト
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
模
擬
授
業
で
は
十
四
講
座
そ
れ

ぞ
れ
、
高
校
で
の
内
容
を
中
学
生
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

し
て
実
施
し
ま
し
た

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は

難

。

「

し
い
と
思
っ
た

内
容
も
分
か
り

易
く
説
明
が
な

さ
れ
た
り
、
実

験
や
ビ
デ
オ
等

も
活
用
さ
れ
た

り
し
て
、
興
味

が
出
て
き
て
楽

し
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
施
設
見
学

は
、
生
徒
会
が

ガ
イ
ド
役
と
な

り
各
施
設
の
説

明
や
由
来
を
三

グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
行
い
ま
し

た
。
閉
講
式
で

は
、
中
学
校
ご

と
に
参
加
者
全

員
に
修
了
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
部
活

動
見
学
を
四
十
分
間
自
由
見
学
と
い
う
形
で
行
い
、

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
入
学
に
参
加
し
た
多
く

の
中
学
生
達
が
、
こ
の
講
座
を
通
し
て
、
本
校
を
第

一
志
望
校
と
し
て
進
路
目
標
に
し
て
く
れ
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

照
り
つ
け
る
日
差
し
の
中
、
八
月
九
日
（
水
）
午

後
二
時
か
ら
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
、
第
二
十
七
回
定

期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を
迎

え
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
一
時
過
ぎ
、
会
館
の
前
に
は
中
学
生
や
一
般

の
方
々
が
開
演
を
心
待
ち
に
つ
め
か
け
、
リ
ハ
ー
サ

ル
を
終
了
し
た
部
員
は
、
本
番
を
待
つ
緊
張
の
中
、

一
同
感
激
し
、
や
る
気
を
一
段
と
燃
や
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

第
一
部
は
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
予
選
で
、

『

』

『

』

金
賞

を
受
賞
し
た
曲

中
国
の
不
思
議
な
役
人

（
本
県
初
演
、
も
し
か
し
た
ら
九
州
初
演
）
な
ど
を

披
露
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
ポ
ッ
プ
ス
系
の
曲
を
様
々
な
趣
向
を
凝

、

『

』

、

ら
し
て
演
奏
し

音
楽
劇

ス
パ
イ
大
作
戦

な
ど

と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た

ま
た

三
年
生
の
踊
る

ラ

。

、

「

」

、

イ
ン
・
ダ
ン
ス

に
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ

て
三
回
踊
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
部
は
三
年
生
に
よ
る
、
ス
テ
ー
ジ
曲
を
含
む

『

』

、

、

名
曲

展
覧
会
の
絵

な
ど
が
披
露
さ
れ

最
後
は

Ｏ
Ｂ
と
と
も
に
『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
』
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
掛
か

り
『
青
い
山
脈
』
で
す
が
す
が
し
く
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
多
大
の
寄
付
を
頂
い
た
方
々
や
新
「
生
徒
会
」

ほ
か
、
多
く
の
ご
協
力
を
頂
い
て
無
事
終
了
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
十
七
日
（
木
）
～
十
八
日
（
金
）
に
、
二
年

生
は
希
望
者
に
よ
る
学
習
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
習
に
対
す
る
集
中
力
・
忍
耐
力
を
養
い
、
今
後
の

充
実
し
た
学
習
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
台
風
十
号
の
接
近
す
る
な

か

『
国
立
大
隅
少
年
自
然
の
家
』
に
集
合
し
た
七

、
十
九
名
は
、

到
着
早
々
に

学
習
室
へ
移

動
し
、
自
学

自
習
を
開
始

し
ま
し
た
。

難
問
挑
戦
コ

ー
ス
を
選
択

し

た

生

徒

は
、
数
学
・

英
語
の
演
習
を
受
講
し
、
日
頃
な
か
な
か
取
り

組
め
な
い
よ
う
な
東
京
大
学
を
は
じ
め
と
し
た

大
学
入
試
の
過
去
問
に
じ
っ
く
り
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。
一
方
、
課
題
解
決
コ
ー
ス
を
選

択
し
た
生
徒
は
、
一
日
半
の
日
程
の
ほ
と
ん
ど

を
自
ら
設
定
し
た
課
題
を
黙
々
と
こ
な
し
て
い

き
ま
し
た
。
学
習
時
間
は
、
の
べ
十
時
間
あ
ま

り
と
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二

学
期
以
降
の
学
習
に
向
け
て
意
義
あ
る
合
宿
と

な
り
ま
し
た
。

※
生
徒
の
感
想
よ
り
一
部
抜
粋

男
子)

(

学
習
合
宿
に
は
、
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た

が
、
予
想
を
遥
か
に
こ
え
て
と
て
も
充
実
し
た

一
日
半
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
は

家
で
怠
け
て
ば
か
り
い
た
が
、
学
習
合
宿
で
は

皆
と
と
も
に
励
み
、
競
争
心
さ
え
芽
生
え
て
き

て
、
学
習
も
は
か
ど
っ
た
。
発
展
的
な
コ
ー
ス

を
受
講
し
た
が
、
応
用
問
題
に
先
生
方
が
丁
寧

に
解
説
を
加
え
て
く
れ
、
新
た
に
学
ん
だ
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
し
、
な
に
よ
り
も
今
度
実
施
さ

れ
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試
の
対
策
に
も
な
り
、

と
て
も
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
と
思
う
。
こ
の

合
宿
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
充
実
し

た
日
々
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
十
二
日
（
土
）
に
恒
例
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
１
５
０
名
の
老
若
男
女
の
本
校
同
窓
生

が
結
集
し
ま
し
た
。
井

上
校
長
か
ら
現
状
報
告

が
、
事
務
局
か
ら
会
務

報
告
が
な
さ
れ
懇
談
に

入
り
ま
し
た
が
、
話
題

は
野
球
部
一
色
で
し

た
。
歴
代
の
校
歌
を
歌

い
、
和
や
か
な
中
に
伝

統
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

ボ
ー
ト
部

８
月
１
日
か
ら
４
日
ま

で
滋
賀
県
大
津
市
の
県
立

琵
琶
湖
漕
艇
場
で
男
女
３

種
目
が
出
場
。
女
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
は
準
決
勝
進
出

(

全
国
ベ
ス
ト
１
２
位
以

内)

と
健
闘
し
ま
し
た
。

陸
上
部

大
阪
・
滋
賀
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
関

西
三
星
会
の
先
輩
方
の
熱
心
な
会
場
で
の
応
援
を
頂

。

、

、

き
ま
し
た

ま
た

幹
事
長
の
城
ノ
下
兼
六
氏
に
は

生
徒
各
自
に
写
真
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日
（
金

、
先
に
行
わ
れ
た
第
８

）

８
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
鹿
児
島
大
会
で
準

優
勝
し
た
本
校
野
球
部
の
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
大
隅
地
区
の

行
政
・
教
育
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
地
元
企
業
・
ス

ポ
ー
ツ
団
体
・
同
窓
会
な
ど
３
０
０
名
を
超
え
、
盛

。

、

大
な
も
の
で
し
た

高
畠
主
将
を
先
頭
に
入
場
の
後

主
催
者
を
代
表
し
て
三
星
会
青
山
三
郎
会
長
か
ら

「

」

。

野
球
部
準
優
勝
へ
の
軌
跡

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

続
い
て
山
下
栄
市
長
の
「
大
隅
か
ら
甲
子
園
へ
」
を

合
言
葉
に
会
場
全
員
で
気
勢
を
あ
げ
、
こ
の
模
様
は

テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
多
く
の
方
々
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
、
ま

た
野
球
部
員
・
山
内
監
督
か
ら
も
県
大
会
で
の
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
の
和
太
鼓

「
雅
」
に
よ
る
勇
壮
な

太
鼓
演
奏
も
会
に
花
を

添
え
ま
し
た
。
終
始
和

や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ、

れ
た
祝
賀
会
で
し
た
が

来
年
こ
そ
は
「
大
隅
か

ら
甲
子
園
へ
」
と
い
う

気
持
ち
が
改
め
て
こ
の

会
を
通
じ
て
強
ま
り
ま

し
た
。

第
三
十
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
京
都
大

会
）
に
お
い
て
、
三
年
六
組
中
山
真
梨
子
さ
ん
が
最

（

）

。

高
賞
の
奨
励
賞

全
国
で
９
名

を
受
賞
し
ま
し
た

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

９月の主な行事

一

日
（
金
）

始
業
式

実
力
考
査
（
～
四
日
）

九

日
（
土
）

体
育
祭

十
一
日
（
月
）

振
替
日

十
四
日
（
木
）

学
力
検
討
会

（
一
・
二
年
生
）

十
九
日(

月
）

振
替
日

（

）

（

）

二
二
日

金

～
二
三
日

土

文
化
祭

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
報
告

野
球
部

祝
賀
会

平成1８年９月１日発行 三星の風 第５号

「 」写真からみた鹿屋高校 今・昔
―文化祭編ー

第５７回 文化祭

期生卒業アルバムより58

演劇部「三州屋」

ニ十五会記念誌より

全
国
高
校
文
化
祭

最
高
賞
受
賞
―
書
道
部
―

作品の前で記念写真！

個人戦 ３回戦

（岩元、中尾組）

団体戦 ２回戦

走高跳 予選

三段跳 予選


